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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・12/7（月）朝7：40頃、職員第2駐車場入り口付近に二つ折りの黒い財布（男性用）が落ちており、財布の中身は何も入ってないとのこと。本部の総務で保管しているため、心当たりのある方は連絡すること。
・看護グループ研修について
日時：12/14（月）・12/15（火）17：30～　　　場所：病院2階　会議室
テーマ：「暴力対応」　　　講師：高橋SGM
※出欠は12/12(土)までに入力すること。
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子様～12/2（水）定期訪問実施。体調は「良くも悪くもなくまぁまぁです」と話している。睡眠状態については、時々寒くて夜中に目が覚めるとのこと。食事摂取については問題ないが、消化があまり良くない時があるとのことで、食事バランスの関係も考えられるため、デイケア職員へ確認してみるよう提案している。デイケア利用中などに自分から声を掛けることはなかなか難しく出来ていないとのことだが、担当の職員が声を掛けてくれるため、凄く嬉しいと話している。休日は、サンデーなどに足を運んでおり、外出できている様子。その他、生活で困っていることはないとのこと。今月や元旦は行事があるため、気分転換に来てみてはと提案している。
・清水　秋男様～12/3定期訪問実施。足痛があり、たきさわ整形外科に通院していたが、治らないため「病院変えようかな…」と話している。まだ1週間しか通院していない、経過をみるよう声掛けをしている。

・我満奈津紀様～12/5（土）定期訪問実施。近況について確認すると、「ヘルパーさんが来てくれて本当に助かっている」と話している。最近は、一日中寝て過ごしている状態であるが、ヘルパーが来てくれる日は一緒に動いて片付け作業が出来るとのこと。デイケアへも行くまでが辛いが、何とか月・水・金の午前中2時間だけでも行く事が出来ていると話すため、評価している。金銭面では、娘（望様）の学費等はかかるが、何とか遣り繰り出来ていると話している。12月中には、娘の就学費用として県から給付金給付が5万円程受給となるため、幾分助かると話している。娘に関しても通学があまり出来ていないため、きちんと通学できるようになれれば良いと思っているとのこと。

・中居美津子様～12/6（日）定期訪問実施。部屋は猫の尿臭が残っている。ストーブを点けて暖をとっているが、周囲に書類等の燃えやすいものがあるため、気を付けるよう指摘している。体調は問題ないとのこと。以前うみねこ幸房で一緒に作業をされていた利用者（上山様）の名を挙げ「既に亡くなっているけど、八木橋さんと上山さんはストーカーで私を付け狙っていて…」と唐突に妄想発言が聞かれている。経済面について確認すると、これまでは1ヶ月に1回姉から7万円を直に受け取る形をとっていたが、姉よりもう自分の面倒を見ていられないと言われたとのこと。通帳を自身が預かる事を提案したが、信用できないと言われ断られたと話している。姉の方で自身の金銭管理を担ってくれないかと弟などの家族に電話していたとのことだが、結局今まで通り姉が金銭管理を行っていくことになったとのこと。

＜グループホーム入居者様情報＞

・中村与一郎様～障害者手帳の更新手続きのため、青南病院に行き年金が振り込まれている通帳をコピーしている。26年度の障害者手帳は春に捨ててしまっており、通帳には86万円入っていることから、見られたら生活保護が受給できなくなるのではないか心配しており、SWが対応している。12/31東京で開催されるコンサートに行くにあたり、ホテル代を含む3万円を所持金として持っていくと話している。バスとチケット代は支払い済みとのこと。12/30に夜行バスで移動し、1/2朝に帰ってくるとのことで、その後、詳細を確認していくこととしている。

・繁名　和恵様～本日、腹痛の為デイケア欠席となっている。最近体調不良でデイケアを欠席することが目立っている。青明舎訪問時に、デイケアに行くと本人伝えるが、昼になると欠席したという連絡がくることがあるとのこと。また、具合が悪いと訴えた際に、デイケアで体調をみてもらうよう促すと、急に回復した反応を見せることがある。今後も継続した通所が出来るよう、青陽館と情報共有していく。
・田中　一　様～先週、眩暈があったため、病院に相談するよう促している。その後、窪田Dr．に相談しており、眩暈が強くなるようであれば耳鼻科を紹介するとのこと。また、耳の聞こえは良くなったり悪くなったりしていると話している。
＜利用者様情報＞

・本多　富美様～来所時、体温37.2℃。体調を確認する鼻汁は変わらずあるが、咳は良くなっているとのこと。「PLは飲んでいます」と服薬はきちんと行っていると話している。睡眠状況については、21時に就寝し4時に起床しており、食事については、納豆や味噌汁を食べていると話している。服薬を忘れずに行い、休養を取りながら過ごすよう伝えている。11:00再検すると36.9℃。症状は変化ないと話している。午後もバイタル測定を行いながら体調を確認していく。

・木村美智子様～本日14時より体験利用予定。
・清水　秋男様～本日タクシーで来所され、右側大腿部と疼痛の訴えている。たきさわ整形外科を通院していたが、薬と湿布のみで2週間しても痛みが良くならないため、室岡整形外科に変えたと話している。運動時や歩行時は「ズキンズキンと痛い」と話しており、仕事も休んでいるとのこと。現在、リハビリも行っており、真面目に治療に専念していることを話している。今後も話しを傾聴し様子観察していく。

・奥山以依子様～青風荘より情報提供あり、昨日の睡眠時間について、22:00～2:00までしか眠っていないと本人が話されていたとのこと。来所後は、日中の居眠りは見られず眠気の訴えは聞かれていない。服薬について、先週、就床前薬が変更となっている。今後も睡眠状況を確認、日中の活動に支障がでていないか観察していく。
・馬渡　武光様～青風荘より情報提供がある。昨日、足を引きずりながらゆっくりとホール内を歩行しているおり、21：00就床前、スタッフへ左側の腰と膝が痛いと話しているとの情報がある。本日、デイナイトケアを欠席したいと話しており、スタッフより、痛い時は休みながら過ごしてもよいことを伝え来所を促すと、拒否なく来所されている。左臀部痛について「痛みはとれてきたけど痛い」と話している。右臀部から左臀部に疼痛が移動したとのことです。プログラムへは問題無く参加している。今後も様子観察していく。

＜外来情報＞

・土佐　将志様～急遽相談があると受診している。青山荘スタッフと折り合いが合わないとの事で一時的に友人宅へ外泊したいと希望あり、担当医許可している。病状不安定の為、ジアゼパム筋注施行。
カンファレンスシート（二川目　健治様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H27年12月7日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・川井・馬場

　　　　　　　　参加者：慶長・佐々木・會津・川井・油津・馬場

検討内容　計画・目標の立案

	氏名
	二川目　健治
	性別
	男
	年齢
	48
	生年月日
	S42年7月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	アルコール依存症、バセドウ病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	再発せずに就労を目指したい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　4　回（市民病院3回、青南病院1回）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H27年11月11日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成：母､兄と3人暮らし

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに就労を目指す。
	①就労に向けて意識を高める。
	①就労プログラムに参加し、自身の得手・不得手を理解できる。
	①積極的にプログラムに参加する。スタッフと振り返りを行い、自身に合った就労を目指す。

	
	②確実に服薬することができる。
	②忘薬することなく服薬できる。
	②忘薬なく過ごせているか、スタッフは確認する。必要であればスタッフと対処法を考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①就労プログラムに参加し、自身の得手・不得手を理解できる。
	・本人希望として、病気を安定させて就労したいとのこと。
・プログラムへは積極的に参加している。
・他者交流については、デイケア開始当初は消極的であったが、最近は他利用者とも話す場面が増えてきている。
	就労意欲はあるが、就労するにあたり何が必要なのか把握できていないことから今後検討していく。治療計画を細かく記載する必要があるため、本人と話し合った上で立案していく。

	②忘薬することなく服薬できる。

	・1度忘薬があり、担当医へ相談し、家族を含めて説明があったとのこと。その後は確実に服薬できているとのこと。

	病状の安定のため、服薬を確実に実施する。治療計画に本人の実施することが記載されていないため、本人と話し合った上で検討していく。

	その他

	・アルコール依存症については本人からは話題としてあがらない。
・過去の経緯で飲酒に関して問題がみられていた。

・家族が本人に飲酒していたことを隠した事がある。
	過去の経緯を振り返りパターンを把握し、訪問看護と情報共有する必要がある。過去の経緯から再飲酒する可能性があることから、アルコール依存症についての目標や計画が必要であると考えられる。本人と話し合った上で立案していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに就労を目指す。
	①就労に向けて意識を高める。
	①就労プログラムに参加し、自身の得手・不得手を理解できる。
	①積極的にプログラムに参加する。スタッフと振り返りを行い、自身に合った就労を目指す。

	
	②確実に服薬することができる。
	②忘薬することなく服薬できる。
	②忘薬なく過ごせているか、スタッフは確認する。必要であればスタッフと対処法を考える。


※今後、本人と話し合った上で検討し立案していくこととする。
